












































































ハー ドル走 走 り高跳び 走 り幅跳び
促音系 258 204 192
クツ グッ バツなど (46. 9) (38.6) (35. 6)
椅音系 292 325 347




清音 248 226 189
クツ タン トンなど (45. 0) (42.7) (35.0)
濁音 230 241 298
バツ バン ドンなど (41.7) (45.6) (55. 2)
半濁音 73 62 53






























ハー ドル走 走 り高跳び 走 り幅跳び
促音系
クツ グッ
男 149 119 103
(53. 4) (44. 6) (37. 6)
女 109 85 89
バ ツなど (40. 2) (32. 4) (33. 6)
接昔系
タン バン
男 130 148 171
(46. 6) (55. 4) (62. 4)
女 162 177 176
ボンなど (59. 8) (67. 6) (66. 4)
単位:人()は%を表す
[表4] (男女について清音,濁音,半濁音に分類)
ハー ドル走 走 り高跳び 走 り幅跳び
清音
クツ タン
早 100 91 70
(35. 7) (34. 1) (25. 5)
衣 148 135 119
トンなど (54. 6) (51. 5) (44. 9)
濁音
.+バ ツ バン
男 I36 141 177
(48. 6) (52. 8) (64. 4)
女 94 100 121
ドンなど (34. 7) (38. 2) (45. 7)
半濁音
ポン パーン
男 44 35 28
(15. 7) (13. 1) (10. 1)
女 29 27 25











































促音系 - 24 ll ll
タッ グツ バツなど (35.8) (16.7) (18.6)
掩音系 I 43 55 48




清音 39 36 22
タッ クン トンなど (58.2) (54.6) (37.3)
濁音 12 22 28
バツ バン ドンなど (17.9) (33.3) (47.5)
半濁音 16 8 9
ボン パーンなど (23.9) (12. 1) (15.2)
単位:人( )は%を表す
教師と児童・生徒を比較して違いかみられることは,教師の方か促音系に比
して埼音系の比率が高いことであった. また,促音系,損音系と清音,濁音,
半瀦昔の組み合わせか-一ドル走と走り幅跳びでは児童・生徒と同じような組
み合わせとなっていたが,走り高跳びでは頼音系,清音の擬音語・擬態語でイ
メージしたものか多くみられた. これらのことから,多くの教師が児童・生徒
SHE
に比べ,走り高跳びでは軽い踏み切りをイメージしていることが推察された.
また,中学校・A高校の教師(13名)はすべてか保健体育を専門とする者であっ
たか同一擬音語・擬態語を選んだ者は最多でも2名であり,体育実技を専門と
する教師でも踏み切りの運動構造の理解(踏み切り動作に対する感覚)に個人差
が大きく認められた.
4.#;」
体育の授業技術の中で言葉かけの技術は欠かせないものである. 言葉かけに
用いる指導ことばの中でも,今回は,擬音語・擬腰語について,その実態を検
討した.
陸上運動の種目における踏み切り動作に対するイメージを擬音語・擬態語で
表した場合,児童・生徒においては588名に対し,ハードル走で70種類,走り
高跳びは76種類,走り幅跳びでは75種類の擬音語・擬態語かみられた. 教師に
おいては71名に対し,ハードル走で23種類,走り高跳びで23種類,走り幅跳び
で24種類の擬音語・擬態語かみられた. このように各運動におけるイメージに
は個人差か著しくみられ,数多くの種類の擬音語・擬態語でイメージしている
ことか明らかになった.
児童・生徒と教師を比較すると,3種類の踏み切りに対し,教師の方が促音
系に比して,損音系の比率か高く,また,走り高跳びにおいて濁音より清音で
イメージするものが多いように,両者の擬音語・擬態語には差異が認められた.
男子と女子を比較すると,清音の擬音語・擬態語でイメージする人が女子に
多く,濁音の擬音語・擬態語でイメージする人か男子に多いように,両者の擬
音語・擬態語には差異が認められた.
年齢が進むにつれて選択割合か大きくなる擬音語・擬態語と小さくなる擬音
語・擬態語か認められ,軽い,素早い感覚を表す「タン」かいずれの勝み切り
でも大きくなっていた.
体育教師間でも踏切り動作に対する感覚に個人差が大きく認められた.
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(資料1)
次に示す-一ドル走・走り高跳び・走り幅跳びの踏切りの部分の動きを頭でイメージし
ながら(頭に思い浮かべながら),動きを表す音を記入してください.
・¥動きを表す音・・・(例)手をボンとっく
コロコロと転ぶ
動きを表す音踏切
動きを表す音踏切
「 ■「
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動きを表す音踏切
-83-
